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IDL 8.7 SP 2 

リリースノート 
 

Note 

最新の情報に関しては、下記のリンクを参照してください。 

http://www.harrisgeospatial.com/SoftwareTechnology/IDL.aspx 

 

これらリリースノートは次の項目に分かれています。 

⚫ IDL8.7 SP 2 のサポートプラットフォーム 

⚫ IDL8.7 SP 2 の新機能 

⚫ IDL8.7 SP 2 既知の問題 

⚫ IDL8.7 SP 2 で修正された問題 

 

 

IDL8.7 SP 2のサポートプラットフォーム 

IDL8.7 SP 2 のサポートプラットフォームを以下の表に示します。 

これからソフトウェアをインストールするマシンが以下の条件を満たすかどうか、必ずご

確認ください。また、ライセンス認証にはネットワークカード（NIC もしくは Ethernet）

を介した、インターネット接続が必要となります。 

 

プラットフォーム ハードウェア 
オペレーティン

グシステム 
サポートバージョン b 

Windows Intel / AMD 64-bit a Windows 8, 10 

Macintosh Intel 64-bit  OS X 10.11, 10.12 c 

UNIX Intel / AMD 64-bit Linux Kernel 2.6.32 

glibc 2.12 

http://www.harrisgeospatial.com/SoftwareTechnology/IDL.aspx
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a: IDL8.5 より Windows は 64-bit OS のみのサポートとなります。32bit モードの IDL を

起動する場合は、「ENVI5.5/IDL8.7 インストールガイド」の「Windows 版 ENVI / IDL の

起動方法」をご確認ください。 

b:サポートバージョン中の記載は、ENVI / IDL の構築・テスト環境を示しています。

弊社による公式のサポートは、表に記載されたインストール環境に対して適用されま

す。なお、記載のバージョンとバイナリ互換のある環境（例えば、UNIX の Kernel 

3.10.0 など）であれば ENVI / IDL のインストールおよび実行が可能であることを確

認しております。 

c: Macintosh 版のインストールには、Apple X11 X-window マネージャが必要となります。

X11 がインストールされていない場合は、XQuartz よりインストールを行ってください。

XQuartz2.7.11 にて動作確認されています。 

ライセンスサーバーのサポートプラットフォーム 

本製品をフローティングのライセンスのサーバー機として使用する場合には、ライセンス

サーバー（Flexnet License Server）を使用します。そのライセンスサーバーのサポートプ

ラットフォームを以下の表に示します。なお、MacOS はフローティングサーバーとしては

動作いたしません。 

 

ライセンスサーバーをインストールするマシンが以下の条件を満たすかどうか、必ずご確

認ください。また、フローティングライセンスに関しても、ライセンス認証にはネットワ

ークカード（NIC もしくは Ethernet）を介した、インターネット接続が必要となります。 

 

プラットフォーム 
CPU 

アーキテクチャ 
サポートバージョン 

Windows 64bit x86-64 Windows Server 2008, 2012 

Windows 8, 10 

Linux x86-64 Cent OS 6.x 

Cent OS 7.x 

Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 6.x 

Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 7.x 

Ubuntu 16 
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また、現行の Flexnet License Server 2017.08 の動作に要求される最小のマシンスペック

を以下の表に示します。インストールを行うマシンが以下の性能を満たしているか、必ず

ご確認ください。 

 

ハードウェア 最小スペック 

DISK 500MB 

RAM ４GB 

CPU 2GHz – 2 Cores 

 

その他： 

搭載されているグラフィックボードのドライバを最新にアップデートすることを推奨しま

す。各製品の Help は HTML5 対応ブラウザを必要とします。 

 

IDL8.7 SP 2の新機能 

詳細は以下のページをご参照ください。 

http://www.harrisgeospatial.com/docs/WhatsNew.html 

 

IDL8.7 SP 2の既知の問題 

問題が起こった際は、リリースノートの既知の問題を参照してください。ID番号はお

客様からのお問い合わせに早急に対応できるよう記されています。 

 

ID 解 説 

IDL-69803 Tabまたは Enterキーを使用しなければ widget_tableの valueを取得できな

い。 

IDL-69858 英語でない言語設定で IDLワークベンチを Mac OS 10.13(High Sieera)上で

起動したとき、ワークベンチのすべてのメニューがグレーアウトしてしま

い、メニューが使用できない。詳細は以下の URLを参照。 

https://www.eclipse.org/org/press-release/20170925criticalbug.php 

IDL-69873 Linux-BASHが有効なWindows10マシン上で管理者以外が IDLワークベン

チ(64ビット)を起動した場合、起動に失敗する(「応答していません」とな

って、ハングする)。また、IDLコンソールには情報がロードされない。 

http://www.harrisgeospatial.com/docs/WhatsNew.html
https://www.eclipse.org/org/press-release/20170925criticalbug.php
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IDL-69919 LIST::ADD が原因となって、IDL8.6.1以前のバージョンでビルドされた sav

ファイルが不具合を起こす。ユーザが IDL8.7を使用し、古い IDLのバージ

ョンで作成された list_defineを含んだ savファイルをロードした際にこの

現象は起こる。 

IDL-70097 Mac OS X 10.13 以降のマシンにおいて、ASSOC関数のパフォーマンスが

明らかに遅い。 

IDL-70142 Mac OS X 10.13.4 または 10.13.5の一部のマシンにおいて、IDLワークベ

ンチのエディタで 15行以上ハイライトするとクラッシュする不具合が報告

されている。 

IDL-70161 ENVI+IDLを起動し、コマンドラインから FULL_RESET を実行したのちに

改めて ENVIを起動すると IDLがクラッシュする。 

回避策： 

FULL_RESET ではなく.resetコマンドを使用する。また、シャットダウン

したのちに改めて IDLを再起動する。 

IDL-70263 起動時のアクセス許可が原因で、Macで MAKE_RT が失敗する。 

IDL-70264 ウェイトが 2次元配列として指定されている場合、REGRESSは

MEASURE_ERRORSを無視する。 

IDL-70294 variable が構造体として入力された場合、NCDF_PUT は失敗する。 

 

IDL8.7 SP 2で修正された問題 

ID 解 説 

IDL-70212 Anaconda 4.5.4と Python 3.6.5の Python IDLブリッジを使用しようとする

と IDLがクラッシュした。 

IDL-70215 TaskEngineがシャットダウン時にデッドロックすることがあった。 

IDL-70237 IPM / INSTALLを呼び出すときに PACKAGE_FOLDER が失敗した。 

IDL-70314 NCDF_ATTPUT が空の文字列属性値で呼び出され、無効な HDF5ファイル

が生成された。 

 


